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「マラソンの父」と呼ばれ、いまなおその功績が
讃えられている金栗四三氏。
　マラソンに本格的に取り組みはじめたのは、
金栗四三氏（以下、四三とする）が東京高等師
範学校に入学することが機会となる。
〔東京高等師範学校入学〕
　県立玉名中学では、成績優秀で特待生にも
なった四三は、さらに上の学校に進みたいとの
夢をもつが金栗家は貧しく進学のための金が
工面できない。諦めかけていた四三の背中を
押したのが兄実次だった。実次は「国費でいけ
る学校ならよい」と進学を勧めてくれた。
　四三は当時男の中の男が進むと言われた
「東亜同文書院」（中国、上海）への進学を目指
すことになる。試験は1910年（明治43）年3
月、まだ時間があるため四三は予行演習のつ
もりで1909（明治42）年10月に実施される「東
京高等師範学校（現・筑波大学）」を受験した。
もちろん、成績優秀な四三は無事合格。
　兄実次に合格の報告をしたところ、思わぬ
言葉を四三は耳にする。　
　「高師も同文書院も金はかからないのは同
じ。－中略―、高師も立派な学校である。卒業
して中学の先生になって平凡に暮らすのもよ
いではないか。」
　これまでの恩を思い出しながら考え抜いた
四三は東京高等師範学校への進学を決断す
る。
〔オリンピックへの道〕
　
　嘉納治五郎が校長であった東京高等師範
学校に進んだ四三は、本科生（2年生以上）に
なると、徒歩部（陸上部）に入部する。（図1）
　
　嘉納治五郎は、四三が東京高等師範学校に
入学した1910（明治43）年、IOCより第5回オ
リンピック・ストックホルム大会参加の要請を
受ける。承諾した嘉納治五郎は翌1911（明治
44）年7月、大日本体育協会（会長；大隈重信）
を発足させ、ストックホルム大会出場選手を決
定する予選会開催を計画。当時、日本ではまだ
スポーツへの理解が深まっておらず普及もさ
れていなかったため、出場種目は陸上のみとし
ての開催であった。
　1911（明治44）年11月、会場は羽田競技場
（現在の羽田空港）。
　正午にスタートした選手たちの中に四三の
姿もみえる。結果は優勝者金栗四三。記録2
時間32分45秒。これは当時の世界新記録を
27分も上回る大記録であった。
　競技会終了後、大日本体育協会は金栗四三
（長距離）と三島弥彦（短距離）の2名を出場さ
せることを決定する。
　
[ストックホルム・オリンピック]
　1912（明治45）年7月14日、メイン会場の
陸上競技場で行われたマラソン競技に出場し
た四三は、外国選手たちがスタ トー直後から予
想以上のスピードで走る様子にペースを崩さ
れながらも、徐々に順位をあげてゆく。しかし、
容赦なく照りつける真夏の太陽光線と舗装道
路からの跳ね返りの熱気で体力消耗。26～27
㎞付近で脱水症状が原因で意識を失い倒れこ
んだ。介抱されて意識を取り戻した四三は競
技場に戻ることなく、宿舎に帰った。
　このことを競技役員は知らず、四三は「消え
たマラソンランナー」として後々まで語り継が
れていく。
　帰国後の四三は捲土重来を期してトレーニ
ングに励み、次々と記録を更新していくが、第1
次大戦の勃発で優勝を期待されたベルリン大
会は中止、その後に開催された第7回オリンピ
ック・アントワープ大会に出場したものの、全
盛期を過ぎた四三はレース途中足首から大腿
部に痛みを覚え、完走はしたものの順位は16
位。その後、第8回パリ大会にも出場する。
[箱根駅伝と専修大学]
　ストックホルム大会で惨敗した四三は後輩
の野口源三郎と明治大学の沢田英一の3人
でこれからの日本陸上界を支えるためにも駅
伝競走を東京の大学を中心に開催しようと計
画。
　早稲田、慶応、帝大、東京高師、日大、中大、
立教、日本歯科医専の代表を招いて趣旨説明。
コースは「東京―箱根」に決定し、1920（大正
9）年2月14、15日に第1回大会が開催された。
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出場校は、早稲田、慶応、明治、東京高等師範
学校（現・筑波大学）の4校である。総合優勝
を果たしたのは四三の母校、東京高等師範学
校であった。
　その後、参加大学は法政、中央、農大、日大
と年々増えていき、1933（昭和8）年には東洋
大と拓殖大が初参加。そして1934（昭和9）年
の第15回大会に専修大学は初参加する。
[専修大学陸上部]
　
　専修大学陸上部は1924（大正13）年、中鶴
武臣氏（東京中　大15経）が中心となって創
部される。同年、9月15日に日本医専との対抗
戦が専大陸上部初の対外試合となり、この対
抗戦は1929（昭和4）年まで続く。（図２）
　翌年の1930（昭和5）年になると、専修大
学創立者のひとり相馬永胤氏の孫にあたる当
時講師であった相馬勝夫氏が陸上部部長に就
任。相馬氏は1961（昭和36）年から1976（昭
和51）年まで専修大学学長であり、1976（昭
和51）年から1983（昭和58）年まで専修大学
総長を務められた。相馬氏は部長就任から総
長退任までの53年間陸上部部長であった。
専修大学陸上部が箱根駅伝に初出場したのは
1920（昭和9）年の第15回大会で成績は10
位。その時の優勝校は早稲田大学で記録12時
間58秒24。専修大学は14時間40秒05と実
力差は歴然であった。
　しかし、相馬部長をはじめ関係者と選手た
ちの奮闘の結果、1939（昭和14）年第20回大
会でついに総合優勝の栄冠を手にしたのであ
る。（図3）、（図4）
　今回の研究会では「金栗四三と箱根駅伝―
そして専修大学陸上部―」のタイトルで発表
させていただいた。日本陸上界の「黎明の鐘」
となった金栗四三氏が東京高等師範学校で嘉
納治五郎氏と出会わなければ日本がオリンピ
ックという世界の舞台に立つ機会を逃し大幅
に出遅れていただろう。そうなれば、箱根駅伝
の誕生もなかったかもしれない。そう考える
と、毎年1月2、3日に箱根の山を駆け抜ける選
手たち、そして彼らの雄姿をみて勇気づけられ
る我々は歴史の重みを肌で感じるべきだろう。
　専修大学陸上部が箱根駅伝本戦から遠の
いて5年がたつ。捲土重来を期して今度こそ
の意気込みで夢を翔けてほしい。
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